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２
０
２
３
年
の
世
界
経
済

予
測
に
関
す
る
各
種
記
事
が

昨
年
末
に
出
さ
れ
楽
観
・
悲

観
シ
ナ
リ
オ
に
つ
い
て
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍

は
落
ち
着
い
た
も
の
の
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
世
界
的
な

高
イ
ン
フ
レ
と
金
融
引
き
締

め
は
継
続
し
、
頼
み
の
綱
で

も
あ
る
中
国
の
成
長
率
も
下

方
修
正
さ
れ
、
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
悲
観
シ
ナ
リ
オ
に
近

い
状
況
を
呈
し
て
い
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
は
依
然
と
し

て
消
費
者
物
価
指
数
（
コ
ア

Ｃ
Ｐ
Ｉ

生
鮮
食
料
品
を
除

い
た
も
の
）
は
３
％
台
と
高

止
ま
り
し
、
円
安
傾
向
も
継

続
し
て
、
賃
金
上
昇
は
見
ら

れ
る
も
の
の
実
質
賃
金
は
マ

イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
経
平
均
株
価
は
バ
ブ
ル
崩

壊
後
の
最
高
値
を
更
新
し
て

い
ま
す
が
、
海
外
投
資
家
の

資
金
が
流
入
し
た
も
の
で
景

気
が
良
く
な
っ
て
い
る
感
じ

は
あ
り
ま
せ
ん
。
老
後
資
金

を
預
貯
金
に
置
い
て
い
て
は

そ
の
価
値
の
目
減
り
は
防
ぎ

よ
う
が
な
く
、
投
資
を
取
り

入
れ
た
資
産
形
成
に
取
り
組

む
時
代
が
来
て
い
ま
す
。

以
前
に
も
発
煙
筒
に
「
イ

ン
フ
レ
リ
ス
ク
に
備
え
る
」

と
題
し
て
書
き
ま
し
た
が

「
長
期
・
分
散
・
積
立
」
の

基
本
原
則
を
押
さ
え
て
、
生

活
資
金
と
予
備
資
金
を
除
い

た
余
剰
資
金
を
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

制
度
等
を
賢
く
利
用
し
て
運

用
す
る
こ
と
を
お
薦
め
し
ま

す
。
資
産
運
用
を
始
め
る
こ

と
を
決
意
し
た
ら
リ
ス
ク
へ

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
運
用
が
う
ま
く
い
っ

た
成
果
よ
り
も
最
悪
ど
こ
ま

で
下
が
る
可
能
性
が
あ
る
か

を
認
識
す
る
こ
と
で
す
。
リ

ス
ク
許
容
度
に
は
「
精
神
的

リ
ス
ク
許
容
度
」
と
「
経
済

的
リ
ス
ク
許
容
度
」
が
あ
り

ま
す
。
仮
に
評
価
額
が
半
分

に
な
っ
た
と
し
て
も
慌
て
な

い
こ
と
で
す
。
長
期
で
の
保

有
を
前
提
と
す
れ
ば
一
時
的

な
価
格
の
下
落
は
確
率
分
布

と
し
て
も
生
起
す
る
も
の
で

あ
り
、
評
価
損
が
出
て
い
て

も
投
資
を
続
け
る
鈍
感
力
も

必
要
と
な
り
ま
す
。

２
０
２
４
年
１
月
１
日
か

ら
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
が
始
ま

り
ま
す
。
現
行
制
度
よ
り
も

年
間
投
資
上
限
枠
が
拡
大
さ

れ
て
最
大
３
６
０
万
円
と
な

り
、
非
課
税
保
有
期
間
が
無

制
限
に
な
る
な
ど
生
涯
非
課

税
保
有
限
度
額
は
１
８
０
０

万
円
と
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

金
融
機
関
で
取
り
扱
っ
て
い

る
金
融
商
品
と
手
数
料
等
は

異
な
る
た
め
口
座
の
開
設
に

は
確
認
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

好
調
な
米
国
株
一
本
で
は
危

険
で
す
の
で
、
全
世
界
に
投

資
す
る
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
投
資

が
お
薦
め
で
す
。
一
度
に
投

資
す
る
の
で
は
な
く
時
間
的

に
も
分
散
し
て
積
み
立
て
る

こ
と
が
長
期
的
に
収
益
に
つ

な
が
り
ま
す
。
現
行
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
を
利
用
し
て
い
る
方
も
含

め
て
来
年
の
新
制
度
実
施
に

向
け
て
資
産
運
用
の
検
討
を

始
め
て
は
い
か
が
で
す
か
。

（（
常常
務務
執執
行行
役役
菊菊
地地
聡聡
））

き
く
ち
さ
と
し

（（
ＡＡ
ＦＦ
ＰＰ
認認
定定
者者
））

「「資資産産運運用用ししてて
いいまますすかか」」

コ
ロ
ナ
禍
の
制
約
か

ら
解
放
さ
れ
、
大
き
な

時
代
の
変
化
を
伴
い
な

が
ら
新
た
な
日
常
が
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
度
、
折
木
理
事

長
の
後
任
と
し
て
就
任

し
ま
し
た
岩
﨑
で
す
。

身
に
余
る
重
責
で
す
が
、

専
心
勤
め
を
果
た
す
所

存
で
す
の
で
、
宜
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

本
日
、
公
益
社
団
法

人
隊
友
会
の
令
和
５
年

度
定
時
総
会
の
開
催
に

あ
た
り
、
公
務
ご
多
忙

の
折
に
も
か
か
わ
り
ま

せ
ず
、
鈴
木
事
務
次
官

は
じ
め
関
係
各
界
か
ら

多
数
の
皆
様
に
ご
臨
席

を
た
ま
わ
り
、
こ
の
意

義
深
い
式
典
を
挙
行
で

き
ま
す
こ
と
は
、
会
員

一
同
感
激
に
堪
え
な
い

と
こ
ろ
で
あ
り
、
厚
く

御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
周
辺

の
安
全
保
障
・
防
衛
を

と
り
ま
く
昨
今
の
情
勢

は
、
急
速
に
増
大
す
る

軍
事
力
を
背
景
に
現
状

変
更
・
海
洋
進
出
を
狙

う
中
国
、
核
・
ミ
サ
イ

ル
開
発
を
あ
く
ま
で
推

進
す
る
北
朝
鮮
、
軍
事
・

経
済
分
野
を
は
じ
め
と

す
る
覇
権
を
め
ぐ
り
対

立
を
先
鋭
化
す
る
米
中

関
係
等
、
戦
後
最
も
厳

し
く
複
雑
さ
を
増
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
伴
う

国
際
情
勢
の
急
激
な
変

化
及
び
宇
宙
、
サ
イ
バ
ー
、

電
磁
波
と
い
っ
た
新
た

な
領
域
の
軍
事
面
へ
の

急
速
な
利
用
拡
大
は
、

陸
・
海
・
空
と
い
う
従

来
の
領
域
に
お
け
る
対

応
を
重
視
し
て
き
た
こ

れ
ま
で
の
国
家
安
全
保

障
の
あ
り
方
を
根
本
か

ら
変
え
る
時
代
と
な
り

ま
し
た
。

我
が
国
に
お
い
て
は
、

こ
の
よ
う
な
情
勢
下
、

令
和
４
年
12
月
政
府
は

新
た
な
国
家
安
全
保
障

戦
略
等
の
安
保
３
文
書

を
作
成
し
、
自
衛
隊
の

装
備
及
び
活
動
を
中
心

に
総
合
的
に
防
衛
態
勢

を
見
直
し
、
「
防
衛
力

の
抜
本
的
強
化
」
を
推

進
す
る
防
衛
政
策
の
大

転
換
時
代
を
迎
え
て
お

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
自

衛
隊
員
の
皆
様
が
強
い

使
命
感
を
も
っ
て
ひ
た

む
き
に
国
内
外
で
の
任

務
に
励
ん
で
お
ら
れ
る

こ
と
に
感
謝
と
敬
意
を

表
し
ま
す
と
と
も
に
、

隊
友
会
の
活
動
の
重
要

性
を
一
層
認
識
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
隊
友
会
と
し

て
も
、
安
保
３
文
書
の

自
衛
隊
の
人
的
基
盤
強

化
の
一
環
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
「
退
職
自
衛

官
の
活
用
」
に
加
え
、

は
じ
め
て
「
地
方
自
治

体
や
関
係
団
体
と
連
携

を
含
め
た
家
族
支
援
施

策
の
拡
充
」
が
記
述
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
大
転
換
の
時
代

に
、
新
た
な
次
元
を
迎

え
た
自
衛
隊
と
国
民
を

結
び
つ
け
る
、
真
の
意

味
で
の
「
国
民
と
自
衛

隊
と
の
か
け
橋
」
を
目

指
し
つ
つ
、
我
が
国
の

平
和
と
安
全
に
寄
与
す

べ
く
微
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
た
い
と
決
意
を

新
た
に
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
推
進
す
る

原
動
力
は
、
隊
友
会
の

基
盤
充
実
と
活
動
を
支

え
る
会
員
個
々

の
参
画
意
識

で
あ
り
、
各

支
部
等
の
積

極
的
な
活
動

で
あ
り
ま
す
。

祖
国
の
た
め
、

自
衛
隊
の
た
め
に
、
全

国
各
地
で
真
摯
に
活
動

さ
れ
て
い
る
会
員
各
位

の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。

お
わ
り
に
、
厳
し
い

環
境
下
、
南
ス
ー
ダ
ン

Ｐ
Ｋ
Ｏ
司
令
部
及
び
シ

ナ
イ
半
島
で
の
多
国
籍

軍
・
監
視
団
司
令
部
勤

務
、
並
び
に
ソ
マ
リ
ヤ

沖
・
ア
デ
ン
湾
等
で
の

海
賊
対
処
活
動
、
そ
し

て
国
内
及
び
周
辺
海
空

域
で
の
諸
活
動
・
訓
練

等
に
励
ん
で
お
ら
れ
る

自
衛
隊
員
の
皆
様
方
の

任
務
達
成
と
安
全
を
心

か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
本
日
ご

臨
席
を
た
ま
わ
り
ま
し

た
御
来
賓
各
位
の
平
素

か
ら
の
ご
指
導
・
ご
鞭

撻
に
重
ね
て
感
謝
を
申

し
上
げ
、
今
後
一
層
の

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
て

式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
５
年
６
月
22
日

公公
益益
社社
団団
法法
人人

隊隊
友友
会会
理理
事事
長長

岩岩
﨑﨑

茂茂
県県
会会
長長
等等
会会
同同

総
会
に
先
立
ち
、
県
隊
友

会
長
会
同
が
実
施
さ
れ
、
折

木
理
事
長
の
冒
頭
挨
拶
後
、

①
家
族
支
援
に
つ
い
て
の
連

携
強
化
施
策
に
つ
い
て
の
対

応
②
令
和
５
年
度
政
策
提
言

書
作
成
の
考
え
方
及
び
「
提

言
項
目
と
要
旨
」
③
令
和
５

年
度
本
部
の
新
た
な
取
り
組

み
の
３
項
目
の
報
告
及
び
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

家
族
支
援
連
携
強
化
施
策

に
つ
い
て
は
、
国
家
防
衛
戦

略
及
び
防
衛
力
整
備
計
画
に

「
家
族
支
援
施
策
」
が
明
記

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
防
衛

省
人
事
教
育
局
厚
生
課
長
か

ら
、
関
係
団
体
と
調
整
中
の

施
策
と
し
て
「
省
統
一
協
定

の
締
結
」
、
「
連
絡
調
整
窓

口
の
設
置
」
な
ど
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
っ
た
。

令
和
５
年
度
政
策
提
言
書

に
つ
い
て
は
、
防
衛
力
抜
本

的
改
革
の
初
年
度
で
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
た
内
容
と
な
る

旨
が
説
明
さ
れ
た
。
ま
た
、

令
和
５
年
度
本
部
の
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
、
「
隊
友
」

紙
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
化
や
隊
友
会
ベ

ス
ト
の
配
布
な
ど
の
広
報
の

強
化
施
策
、
引
越
見
積
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
自
衛
隊

の
民
間
委
託
業
務
へ
の
人
材

（
会
員
）
提
供
な
ど
に
つ
い

て
説
明
さ
れ
た
。

定定
時時
総総
会会

総
会
は
、
前
後
段
に
分
け

て
実
施
し
、
藤
井
隊
友
会
本

部
事
務
局
長
か
ら
の
総
会
成

立
宣
言
の
後
、
議
長
に
堀
内

直
樹
・
青
森
県
会
長
を
、
副

議
長
に
林
田
和
彦
・
福
岡
県

会
長
を
選
出
し
て
討
議
に
移

り
、
令
和
４
年
度
の
事
業
報

告
、
収
支
決
算
及
び
役
員
選

任
の
各
議
案
（
隊
友
５
月
号

に
同
封
）
を
満
場
一
致
で
可

決
。
そ
の
後
行
わ
れ
た
臨
時

理
事
会
で
、
代
表
理
事
（
理

事
長
）
に
岩
﨑
茂
理
事
を
、

常
務
理
事
に
岩
田
清
文
理
事
、

山
村
浩
理
事
を
選
任
し
、
後

段
の
総
会
で
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
折
木
前
理
事
長
は
会

長
に
、
藤
縄
前
会
長
は
顧
問

に
就
任
し
た
。

式式
典典
・・
懇懇
親親
会会

引
き
続
き
実
施
さ
れ
た
式

典
は
、
岩
﨑
理
事
長
の
式
辞

の
後
、
鈴
木
敦
夫
防
衛
事
務

次
官
か
ら
「
国
家
防
衛
戦
略

等
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
防
衛

省
・
自
衛
隊
で
は
防
衛
力
の

抜
本
的
強
化
に
向
け
鋭
意
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
、
隊

友
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
入
隊
予
定
者
の
激
励
会

の
開
催
を
は
じ
め

自
衛
官
の
募
集
や

再
就
職
、
予
備
自

衛
官
等
へ
の
支
援

に
つ
い
て
も
様
々

な
ご
協
力
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
海
外
派
遣
や

災
害
派
遣
に
あ
た

る
部
隊
・
隊
員
へ

の
激
励
な
ど
防
衛

省
・
自
衛
隊
の
活

動
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
お

力
添
え
を
頂
い
て
お
り
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
」
と
の
祝
辞
が

あ
っ
た
。
続
い
て
増
田
好
平

自
衛
隊
家
族
会
会
長
（
元
隊

友
会
常
務
理
事
）
は
、
隊
友

会
で
の
思
い
出
を
述
べ
た
後

「
防
衛
政
策
の
大
転
換
の
時

代
に
あ
っ
て
、
家
族
支
援
施

策
の
充
実
の
た
め
、
先
輩
の

隊
友
会
と
自
衛
隊
家
族
会
が

よ
り
連
携
を
強
化
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

感
謝
状
の
贈
呈
で
は
、
陸

海
空
幕
僚
長
推
薦
部
隊
の
う

ち
、
板
妻
駐
屯
地
、
下
総
航

空
教
育
群
、
東
京
業
務
隊
及

び
習
志
野

分
屯
基
地

の
４
個
部

隊
を
招
待

し
、
贈
呈

式
を
実
施

し
た
。

（
感
謝
状
・

表
彰
状
の

贈
呈
名
簿

は
４
面
）

懇
親
会

は
、
井
野

俊
郎
防
衛
副
大
臣
、
木
村
次

郎
防
衛
大
臣
政
務
官
、
島
田

防
衛
省
顧
問
、
鈴
木
事
務
次

官
、
統
陸
海
幕
僚
長
・
空
幕

副
長
、
関
係
団
体
代
表
、
中

谷
元
隊
友
会
顧
問
、
佐
藤
正

久
隊
友
会
相
談
役
な
ど
約
55

名
の
来
賓
を
迎
え
、
４
年
ぶ

り
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

全全
国国
執執
行行
役役
会会

翌
23
日
、
本
部
担
当
執
行

役
及
び
地
域
担
当
執
行
役
に

よ
る
全
国
執
行
役
会
が
グ
ラ

ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
で
行
わ
れ

た
。
議
題
は
「
成
功
し
て
い

る
支
部
活
性
化
施
策
の
紹
介
」

と
「
安
保
３
文
書
を
踏
ま
え

た
隊
友
会
の
活
動
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
に
つ
い
て
の
議
論
」

で
、
前
段
は
、
千
歳
地
方
隊

友
会
白
老
支
部
、
広
島
県
隊

友
会
呉
支
部
及
び
鹿
児
島
県

隊
友
会
国
分
支
部
（
隊
友
４

月
号
８
面
参
照
）
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
特
性
の
あ

る
支
部
活
動
が
紹
介
さ
れ
た
。

後
段
は
、
「
国
民
と
自
衛

隊
と
の
か
け
橋
」
と
い
う
隊

友
会
の
目
的
に
つ
い
て
、
自

衛
隊
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
を
踏
ま
え
、
隊
友
会
の
役

割
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ

い
て
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ

た
。

新新理理事事長長にに岩岩﨑﨑茂茂氏氏
隊
友
会
は
６
月
22
日
、
令
和
５
年
度
定
時
総
会
及
び
式
典
を
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル

市
ヶ
谷
で
開
催
し
た
。
式
典
で
は
来
賓
及
び
感
謝
状
贈
呈
者
を
招
待
、
懇
親
会
も
開
催

す
る
な
ど
、
４
年
ぶ
り
に
コ
ロ
ナ
禍
前
の
規
模
で
実
施
し
た
。

議長の堀内会長（左）と
副議長の林田会長

隊隊友友会会

懇親会で談笑する現職と隊友会役員等

昭
和
50
年
防
衛
大
学
校
卒
業

（
19
期
）

航
空
自
衛
隊
入
隊

平
成
18
年
西
部
航
空
方
面
隊

司
令
官

平
成
20
年
航
空
幕
僚
副
長

平
成
21
年
航
空
総
隊
司
令
官

平
成
22
年
航
空
幕
僚
長

平
成
24
年
統
合
幕
僚
長

平
成
26
年
退
官

隊
友
会
相
談
役

岩岩
﨑﨑
理理
事事
長長
略略
歴歴

滋滋
賀賀
県県
特特
別別
会会
員員

奥
村
直
広

様

１
万
円

陸陸
上上
自自
衛衛
隊隊

前
田
忠
男

様

２
万
円

鵜
居
正
行

様

２
万
円

（
順
不
同
、
六
月
三
十
日
現
在
）

政
府
は
７
月
４
日
の
閣
議

で
、
鈴
木
敦
夫
事
務
次
官
の

勇
退
を
認
め
、
後
任
に
増
田

和
夫
防
衛
政
策
局
長
を
起
用

す
る
人
事
を
承
認
し
た
。

事事
務務
次次
官官
にに

増増
田田
防防
政政
局局
長長

増増
田田
和和
夫夫
（
ま
す
だ
・
か
ず
お
）

事
務
次
官

慶
大
法
卒

昭
和

63
年
旧
防
衛
庁

令
和
３
年
７

月
防
衛
政
策
局
長

千
葉
県
出

身

59
歳

増田事務次官

令和５年７月15日
第831号

公益社団法人　隊友会　https://www.taiyukai.or.jp/

トンガ王国国際緊急援助活動で派遣され た隊員の皆様
新型コロナワクチン大規模接種会場で活動されている隊員の皆様

本当にお疲れ様です

新型コロナワクチン大規模接種会場で活動中の隊員の皆様及び
ウクライナ支援（人道支援物資空輸）で活動した隊員の皆様

本当にお疲れ様です

来年度からの新連載
開始に向けて記事を
募集します

８面に詳細

各種災害派遣で活動し、または活動中の隊員の皆様、新型コロ
ナワクチン大規模接種会場で活動中の隊員の皆様

本当にお疲れ様です

春の異動
引越見積支援サービスを
各地で実施
２次元コード利用による事務の
効率化を図る（２面）

トルコ・シリア大地震での国際空輸に携わった隊員の皆様、鳥インフル
エンザ災害派遣で活動した隊員の皆様、新型コロナワクチン大規模接種
会場で活動中の隊員の皆様

本当にお疲れ様です

スーダンからの邦人等空輸で活動・待機された隊員の皆様、
群馬県及び長野県における森林火災災害派遣で活動された
隊員の皆様
本当にお疲れ様です

８面に「元気のある
支部」の連載を開始し
ました。
第１回は鹿児島県国分支部です。

令和５年度定時総会
の議決権行使要領と議案を

４面と５面の間に同封しました。

「防衛省からのお知らせ」
－防衛省を退職した皆様へ－

４面に掲載

令和５年度国内外戦没者遺骨収集事業参加者募集について
　令和 5 年度の遺骨収集事業への参加者募集を行います。新
たに参加を希望される方は、隊友会ホームページからお申し込
みをお願いします。
詳細は５面をご確認ください。

新理事長に

岩﨑茂相談役
が就任

離婚・相続・不動産紛争・債務整理
交通事故・顧問業務等のことなら

当事務所は、離婚・相続・債務整理・交通事故と
いった個人の方のお悩みから、顧問契約等の法
人の方に対するリーガルサービスまで、幅広い法
律問題に対処いたします。
法律に関することでお悩みの方は、ぜひお気軽に
当事務所をご利用ください。もちろん、依頼者の
プライバシーは厳守いたします。

●営業時間：平日 9：30～17：30（夜間相談可、
お問い合わせください）
●相談料：初回30分無料
法律に関わる問題でお悩みの方は、まずはお電
話・ホームページからお問い合わせください。

〒277-0025
千葉県柏市千代田1-2-51 エスティビル3階
Tel：04-7196-7656　Fax：04-7196-7658
HPアドレス: http://ti-law.jp

柏  駅
徒歩5分

弁護士　今野　遼
弁護士　髙島圭介

今野・髙島
法律事務所

2024 年 自衛隊統合 カレンダー

1380円
令和６年


